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	会議録署名人

	教育長　竹田　具治、委員　大久保　尚子
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議　事　日　程

	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	平成30年第12回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	議案
	第１号
	東かがわ市学校給食アレルギー等対応除去食実施要綱の一部を改正する告示について

	日程第６
	報告
	第１号
	12月議会補正予算（追加議案）について

	日程第７
	報告
	第２号
	クリスマス英語クラブ実績報告について


【議　事　内　容】

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　１時３０分　開会）

■日程第１　会議録署名委員の指名について

　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、大久保委員を指名。

■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。

<質疑>

○　委員　　　　　１日で了承。

■日程第３　平成３０年第１２回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

　学校教育課長から会議録について説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、１２月（１１月２７日から１２月２１日）に出席した行事等について

報告。

　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

■日程第５　議案　第１号　東かがわ市学校給食アレルギー等対応除去食実施要綱の一部
を改正する告示について

　学校教育課・三谷副主幹が説明。

<質疑>

○　向山委員　　　　アレルギーはいつ起きるか分からない、命にかかわることなので、丁寧に分かりやすく保護者や学校に周知してもらいたい。資料9ページの食物アレルギー対応における役割の部分で、管理職の「関係教職員と協議し、対応を決定する」とあります。教職員の中では、懇談の中で把握する等で終わっていますが、10ページの栄養教諭のところでは、連携を図る、把握する、指示する、配布するなど、具体的に実践目標が出てきています。管理職の中で、対応を決定するとなっていますが、決定するだけではなく、対応を決定し、教職員に周知する。全職員が知らなければ対応できないのではないだろうか。そういう意味で保護者にも、学校職員にも分かるように丁寧に説明しておいた方がよいと思います。

学校現場の14ページ、発見者が行うことの「②助けを呼び人を集める」のところは学校の緊急マニュアルのとおり整合性で作成し直した方がよいところもあると思います。たとえば、転校してきた生徒への対応や、小学生は対応を続けてきて、中学生は４月から開始するので、11ページ実施決定基準「原則新入生については５月より食物アレルギー対応給食を開始する」についても、中学生は４月から給食開始するので間に合うのか気になります。10ページの給食センターの調理員、配送員についても「誤配を防ぎ、確実に配膳担当者へ引き渡す」とありますが東かがわ市であれば調理員、庁務員などの言葉があるので統一した方がよいと思います。13ページの「７学校での対応について」の「②担任が配膳室に個別容器を受け取りに行く」とありますが、この時に他の生徒もいるので担任ではなく他の者がよいのではないかと思います。命に関わることですので学校現場の先生、また保護者にも充分説明ができた方がよいのではないかと思いました。

○　三谷副主幹　　　１月下旬から２月初めにかけて、入園・入学説明会があります。アレルギーについて保護者に対して説明を行い、在校生についても全学校に周知します。

○　向山委員　　　　周りの生徒に対しても、偏見など持たないように配慮した教育、指導をしていただきたいと思います。担任の先生方にすぐに言えるような雰囲気、環境をを作っていただきたいと思います。

○　山本委員　　　　食物アレルギー等対応マニュアルの中で、８ページ「すべての教職員及び学校給食センター職員が食物アレルギーについて理解し」とありますが、その学校の先生方は誰がアレルギーなのか、全て知っていますか。個人情報の関係もありますが、情報を共有できているのでしょうか。

○　向山委員　　　　年度初めの当初、職員会の時に気になる生徒という項目の中で、あがっています。

○　久保課長　　　　個人情報の関係では、学校内では個人情報の共有ができることになっていますので、担任だけが知っていればよいのではなく、先生方全員、学校全体で知っておく必要がありそれは問題ございません。

○　大久保委員　　　マニュアル16ページのアレルギーの対応ですが、中学生は５月からでは遅いので、今の説明を聞くと、３月中に書類を揃えて４月からの対応ができると解釈しましたがそれでいけますよね。

○　三谷副主幹　　　給食は中学生が一番早く始まりますので、それに併せて小学生、園児についても同様に３月中に手続きをします。

○　大久保委員　　　申請関係の書類で、アレルギー食を中止する場合と中止を解除する届がありますが、成長期の子どもですから取り入れても大丈夫になった場合は早く出していただいた方がいいと思います。医師の診断をしっかり受けた方がいいと思いますが、保護者の都合で大丈夫な状態になっていても診断をとってないことも考えられると思います。手続きをもう少し短期で出来るように指導していただけたらと思いますが。

○　教育長　　　　　アレルギーに関しては非常に難しいです。親が大丈夫だということで、専門医でさえも大丈夫かということだったんですが、発作がおこり、非常に危険な状態になった例が今年も１例ありました。

○　大久保委員　　　アレルギーに関する面談記録票の中で22ページのアレルギーを起こす量のところで、ある程度の量とありますが、保護者からみたら軽量しにくいのではないかと思います。具体的なな個人の尺度が違ってきたら分かりにくいのではないかと思いますが。

○　三谷副主幹　　　アレルギー学会と言うところがありまして、最近は、アレルギーを持っている乳幼児から始まって「食べないことは駄目なんだ」と言う考えになってきています。医師の指示のもと、少しづつ食べさせていくことになっています。たとえば香川医大とか平和病院など経口で検査してくれる病院があり、牛乳であれば0.3㏄から始まって、少しづつ量を増やして、大丈夫なところまで家庭で摂取させる、という検査があり、これをしていればこちらで聞き取り、ここまでは大丈夫だと言うことを我々も知っておかなければいけないのでそういう意味でこの項目を入れてあります。

○　樫原委員　　　　９ページの「周りの児童への指導」これはしっかり他の児童、生徒へも伝えていただきたいと思います。他の保護者への周知理解を入学説明会などの機会に周知していただきたいと思います。

■日程第６　報告　第１号　１２月議会補正予算（追加議案）についてを議題とする。

生涯学習課・中川課長が説明。

<質疑>

○　向山委員　　　　旧福栄やまびこ園の施設名は変わるんですか。

○　中川課長　　　　公募もしくは、地元の意向なども踏まえながら検討します。

○　向山委員　　　　使用料金はとらまる公園などを参考にするんですか。

○　中川課長　　　　他の施設もございますので、金額の設定は６月頃に設置管理条例の上程になると思います。

○　山本委員　　　　屋外の施設等まだ残っていますが、運動場の整備などはどのように考えていますか。

○　中川課長　　　　スケジュールは、入札行為に移っております。２月末には設計が出来上がり、設計が出来上がったた段階で後は平行して動いていこうと思っています。

○　大久保委員　　　トイレは和式と洋式は併設ですか。

○　中川課長　　　　和式も１つは残したいと思います

■日程第７　報告　第２号　クリスマス英語クラブ実績報告についてを議題とする。

学校教育課　土井主事　説明

<質疑>

○　樫原委員　　　　定員は何名ですか。

○　土井主事　　　　40名の予定でしたか、希望者が多くすべて参加していただきました。

○　久保課長　　　　傾向としましては、低学年が多くなっています。高学年の子ども達は英語に慣れてきて少し物足りない状況になってきているのかと思います。低学年の子ども達は非常に楽しんでいます。次の段階としてはやはり高学年向け、低学年向けといったプラン計画を立てていく方がいいのかなと思います。

○　向山委員　　　　来年もしっかりチャレンジしてください。

○　教育長　　　　　興味関心から使える英語へ進んでいます。

○　向山委員　　　　手応えがあると言うことですね。伸ばすという発想で前向きにやっていただけたらと思います。
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